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こんな人に 

おすすめ 

□ 私達のまちにどのような災害リスクがあるのか知りたい人｡ 

□ 安全‣安心で住み良い地域づくりに興味がある人。（若い皆さんの力が必要です) 

□ 今後の気候変動や災害の激甚化について学びたい人。 

 

 

【普段の活動の様子】（過去の夏ボランティア体験の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

普段はどんな 

活動をしている 

団体？ 

 市民参加による住みよい環境の創造と豊かな国土やまちづくりに寄与することを目

的としています。そのため快適な生活空間を作るための公共施設のあり方の検討､環境

の改善とその有効活用の推進、災害に関する防減災に関する検討等を実施しています。 

これまでに地震にともなう｢液状化現象｣や｢がけ崩れ｣について検討し､地域住民へ

の周知啓蒙を図り､また全国の橋梁や河川に関する情報を集め、情報提供に務めてきま

した｡ 

さらに校庭や園庭等の芝生化に尽力し､快適な生活空間の創造に努めています｡ 

これらの成果は､弊団体のホームページhttp://itstation.jp/index.html 

に掲載してありますのでご覧下さい｡ 

災害リスクや防減災等の学習･検討会 現地(がけ崩れ地)調査の様子 
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質問・応募方法【6月 15日(火)～7月 9日(金)】 
質問方法  

☑ メール ☑ 電話 

□ オンライン会議【 □ Zoom □ Webex □ Teams □ その他(       )】 

①開催日 月  日（ ） □ ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ ID  PASS  

時  分～   時  分 □    参加に必要な IDやﾊﾟｽﾜｰﾄﾞは、希望者に直接連絡 
 

応募方法 (7 ページへ GO) 

☑ ふなばし市民力発見サイト □ 電話  
 

 

 

 
 

 

 

電話 090-5500-0845 メール k.t.k1503@keb.biglobe.ne.jp 担当者 伴
ばん

登
どう

 
担当者

からひ

と言 

7 月10 日(土)以降でも､受入可能な場合は上記電話又はメールで受付します｡ 

メ―ルや電話による質問は何時でも結構です｡ 

 

内容 

気候変動等で激化する各種災害について学び､新型コロナウイルス蔓延 

化での防減災対策について検討します｡気候変動に伴う災害は特に水災害 

(洪水氾濫･内水･土砂災害等)で影響が著しくここ数年､全国的に災害が発 

生しており、多面的な対策が必要です｡また､地震に伴う津波も海水面の 

上昇により､激化しています｡ 
 

一方コロナの蔓延化により､従来とは異なる避難所対応が必要です｡ 

今回のボランティア体験ではこれらを踏まえた災害対応について皆で考えたいと

思います｡ 

 

日時 

（１）学習･検討会：7月30日(金)15時～（対面） 

            ８月１０日（火）１４時～（オンライン） 

           ・どちらかに参加してください 

（２）現地調査  ：8 月 17 日(火)（14 時に JR 船橋駅北口階上広場に集合） 

           ・小雨決行ですが、実施日は天候により変わることがあります。 

            （当日午前中に、事前に連絡します。） 

※学習検討会及び現地調査の両方に参加できることが申込条件です。 

場所 

（１）学習･検討会: ①中央公民館集会室を予定 

            ②自宅等からオンライン参加していただきます。（Ｚｏｏｍ） 

（２）現地調査  ： 夏見地区を予定（集合場所は船橋駅北口階上広場） 

募集対象 
☑ 中学生   ☑ 大学生 

☑ 高校生   ☑ 専門学校生 
募集人数 10 名 

当日必要な物 

服装 など 

現地調査日は､2 時間程歩きますので､帽子､タオル､交通費､飲み物を用意 

し､履き物にも気をつけて下さい｡ 

注意事項 暑さ対策や体調管理にも気をつけて。 

こんなボランティア体験ができます！ 


